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を作成した．表 1 にデータセットの内訳を示す．また，画像サイズは640 × 480であり，学
習回数は 11 万回である． 
 
 
表 1 データセットの内訳 
人物 takai ikeda 
データ数 1447 1054 
 

































表 2 研究環境の概要 
機器 仕様 
CPU Intel Core i7-8700 3.20GHz 
Memory 16GB 
Graphics Geforce GTX 1060 
OS Ubuntu 16.04.2 LTS 









4. 入退室管理システムの評価実験  
データセットに登録されている人間がカメラの前を移動し，入退室判定の精度を調べた．



















究では学習回数を 11 万回としたが，学習終了までに約 11 時間，12 時間と時間を要した．
図 2 システムの出力結果 
（a）顔検出の例 
takai_in 2019/2/20  15:12:19.147558 
takai_out 2019/2/20  15:22:25.28411 
takai_in 2019/2/20  15:23:32.746129 
takai_out 2019/2/20  15:33:52.46149 
（b）システムの出力例 
よって，今後学習回数を検討する必要がある．学習回数は図 3 より，損失が 2 万回あたり
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